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す
で
に
広
報
や
ま
と
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
市
で
は
各
種
証
明
書
の
交
付
事

務
な
ど
の
窓
口
業
務
を
、
土
・
日
曜
日
に
も

実
施
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

の
向
上
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
4
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド（
大
和
市

民
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
住
民
票
の
写
し
や
印

鑑
登
録
証
明
書
を
発
行
す
る「
自
動
交
付
機
」

を
、
市
役
所
庁
舎
と
大
和
駅
東
側
の
横
浜
銀

行
大
和
支
店
内
に
設
置
し
ま
す
。
既
設
の
中

央
林
間
連
絡
所
、
渋
谷
分
室
と
併
せ
、
市
内

4
か
所
で
の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

自
動
交
付
機
の
利
用
時
間
▼
年
末
年
始
を
除

く
毎
日
、
午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
7
時

（
た
だ
し
、
横
浜
銀
行
内
に
つ
い
て
は
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
午
前
9
時
〜
午
後
7
時
）

料
金
▼
通
常
の
証
明
と
同
じ
（
い
ず
れ
も
１

通
に
つ
き
3
0
0
円
）

発
行
物
▼
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
印
鑑
登
録

証
明
書

※
自
動
交
付
機
の
設
置
に
伴
い
、
中
央
林
間

連
絡
所
、
大
和
連
絡
所
、
渋
谷
分
室
で
実

施
し
て
い
る
夜
間
（
午
後
5
時
〜
7
時
）

の
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行
業
務
を
4
月
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

大
和
市
民
カ
ー
ド
に
つ
い
て

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
に
は
、
大
和
市

民
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
市
役
所
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
渋
谷
分
室
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
交
付
手
数
料
は
1
枚
5
0
0

円
で
、
交
付
ま
で
約
2
週
間
か
か
り
ま
す
。

※
申
請
は
、
土
・
日
曜
日
に
も
市
役
所
市
民

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物
▼

①
大
和
市
民
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

②
手
数
料
5
0
0
円

な
お
、
自
動
交
付
機
で
印
鑑
登
録
証
明
書

を
発
行
す
る
場
合
は
、
大
和
市
民
カ
ー
ド
に

あ
ら
か
じ
め
印
鑑
登
録
情
報
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る
際
に
は

パ
ス
ワ
ー
ド
（
4
け
た
の
暗
証
番
号
）
が
必
要

で
す
。
印
鑑
登
録
情
報
の
設
定
、
ま
た
は
パ

ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
は
、
祝
日
を
除
く

月
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時

に
、
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
か
た
が
市
役
所

市
民
課
ま
た
は
渋
谷
分
室
・
各
連
絡
所
に
大

和
市
民
カ
ー
ド
（
印
鑑
登
録
情
報
の
設
定
は
印

鑑
登
録
証
も
）
と
本
人
を
確
認
で
き
る
物

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

を
持
参
し
て
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
課
証
明
交
付

担
当
1（
2
6
0
）5
1
0
8
、
同
課
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
1（
2
6
0
）5
3
6
5
、

shim
in

へ
。

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発

行
は
自
動
交
付
機
が
便
利
で
す
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米
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が
昨
年
１２
月
に
横

須
賀
へ
帰
港
し
て
以
降
、
艦
載
機
の
飛
来
に

よ
り
日
常
的
に
航
空
機
騒
音
が
繰
り
返
さ

れ
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
1
月
２６
日
に

防
衛
施
設
庁
を
通
じ
、
硫
黄
島
に
お
け
る
着

陸
訓
練
（
2
月
4
日
〜
１４
日
）
の
実
施
と
、

厚
木
基
地
に
お
い
て
も
2
月
１０
日
か
ら
１３
日

ま
で
の
4
日
間
、
低
騒
音
機
に
よ
る
Ｎ
Ｌ
Ｐ

（
夜
間
連
続
離
着
陸
訓
練
）
を
実
施
す
る
旨

の
通
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
県
と
本
市
を
含
む
厚
木
基

地
周
辺
７
市
で
は
、
通
告
の
翌
２７
日
に
駐
日

米
国
大
使
、
在
日
米
海
軍
司
令
官
、
外
務
大

臣
、
防
衛
庁
長
官
ら
に
対
し
、
全
て
の
訓
練

を
硫
黄
島
で
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。「

可
能
な
限
り
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
硫
黄
島
で
実
施

す
る
」
と
し
た
、
一
昨
年
の
日
米
両
国
政
府

の
了
解
事
項
に
基
づ
き
、
厚
木
基
地
で
の
Ｎ

Ｌ
Ｐ
に
よ
る
深
刻
な
騒
音
被
害
は
少
な
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
昨
年
１０
月
に
は
厚
木
基
地

に
お
け
る
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
全
日
程
中
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
の
訓
練
の
動
向
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
初
日
の
2
月
１０
日
こ

そ
中
止
さ
れ
た
も
の
の
、
１１
・
１２
日
と
2
日

続
け
て
低
騒
音
機
に
よ
る
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
、
１１
日
に
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
加
え

て
「
通
常
訓
練
」
と
い
う
説
明
の
も
と
、
騒

音
の
激
し
い
艦
載
機
に
よ
る
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
通
告
時
間
内
の
こ
う
し
た
訓

練
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
無
視
し
た
も
の

で
あ
り
、
周
辺
住
民
に
と
っ
て
到
底
納
得
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
市
で
は
直
ち
に
米
軍

に
対
し
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
強
く
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

結
局
、
厚
木
基
地
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
最
終
日

の
１３
日
は
中
止
と
な
り
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
終
了
後
の

2
月
１８
日
、
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
は
横
須
賀
を
出

港
し
ま
し
た
。

近
年
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
９０

以
上
が
硫
黄
島
で

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
今
回
の
「
通
常

訓
練
」
も
含
め
、
厚
木
基
地
に
お
け
る
Ｎ
Ｌ

Ｐ
は
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、

市
で
は
今
後
と
も
、
基
地
に
か
か
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地

対
策
担
当
1
（
2
6
0
）
5
3
1
0
、

kichi

へ
。

厚
木
基
地
で
Ｎ
Ｌ
Ｐ
実
施「

通
常
訓
練
」
に
抗
議

パ
ー

セ
ン
ト
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市
民
が
調
査
員
と
な
っ
た
セ
ミ
の
抜
け
殻

の
分
布
調
査
が
昨
年
7
〜
9
月
に
行
わ
れ
、

こ
の
ほ
ど
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

セ
ミ
の
抜
け
殻
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
土
地
が
セ
ミ
の
幼
虫
が
生
き
て
い
け
る

環
境
を
維
持
し
て
き
た
証
拠
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
は
環
境
変
化
に
強
い
」、

「
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
は
里
山
に
見
ら
れ
る
」
な

ど
、
セ
ミ
の
種
類
は
そ
の
土
地
の
自
然
度
の

指
標
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
、
２８
人
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
市
内
２９
地
点
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
住
宅
地
お
よ
び
規
模
の
小
さ
な

公
園
で
は
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
以
外
は
ほ
と
ん
ど

見
付
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
つ
る
ま
自
然

の
森（
3
・
6

）、
深
見
歴
史
の
森（
１２
・

2

）、
泉
の
森（
４２
・
0

）、
上
和
田
野

鳥
の
森（
4
・
2

）な
ど
、
大
和
市
の
中
で

比
較
的
規
模
の
大
き
な
森
で
は
、
ミ
ン
ミ
ン

ゼ
ミ
を
は
じ
め
、
ヒ
グ
ラ
シ
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ

ウ
シ
な
ど
4
〜
5
種
が
見
付
か
り
、
貴
重
な

生
態
系
が
保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
報
告
書
は
、
市
役

所
環
境
総
務
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

セ
ミ
の
抜
け
殻
調
査
は
、
6
月
下
旬
の
講

習
会
を
皮
切
り
に
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇

詳
し
く
は
、
市
役
所
環
境
総
務
課
環
境
政
策

担
当
1（
2
6
0
）5
4
9
3
、

k-soum
u

へ
。

セ
ミ
の
抜
け
殻
で
見
る

環
境
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
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市
は
、
市
内
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
を
把
握
す
る
た

め
、
定
期
的
に
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
昨
年
１１
月
に

実
施
し
た
大
気
と
土
壌
の
調

査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
気
の
一
般
環
境
の
濃
度

は
、
0
・
0
8
9
pg
ー

Ｔ
Ｅ

Ｑ
／
3m
、
焼
却
施
設
周
辺
の

濃
度
は
0
・
3
0
pg
ー

Ｔ
Ｅ

Ｑ
／
3m
で
し
た
。
土
壌
の
一

般
環
境
の
濃
度
は
0
・
2
9
pg

ー
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ｇ
、
焼
却
施
設
周

辺
の
濃
度
は
0
・
5
9
pg
ー
Ｔ

Ｅ
Ｑ
／
ｇ
で
し
た
。
大
気
、

土
壌
の
環
境
と
も
環
境
基
準

値
内
（
大
気
は
年
平
均
で
0
・

6
pg
ー
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
3m
以
下
、
土

壌
は
１，

0
0
0
pg
ー
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ｇ
以
下
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
参
考
】
用
語
の
説
明

※
ｐ
ｇ
（
ピ
コ
グ
ラ
ム
）：

１
兆
分
の
１
グ
ラ
ム
の

こ
と
。

※
Ｔ
Ｅ
Ｑ
（
テ
ィ
ー
イ
ー
キ
ュ

ー
）：

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
で
最
も

毒
性
の
強
い
「
2，

3，

7，

8

―
四
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
パ
ラ
ジ
オ
キ

シ
ン
」
の
毒
性
に
換
算
し
た
濃
度

で
表
し
た
も
の
。

※
環
境
基
準
値：

人
の
健
康
を
保
護

し
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
う
え

で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

基
準
で
、
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
環
境

保
全
課
生
活
環
境
保
全
担
当
1

（
2
6
0
）5
1
0
6
、

k
-

hozen

へ
。

大気調査結果 （単位pg－TEQ／m3）
測定場所 5月 8月 11月 環境基準値 備　考

つきみ野中学校 0.083 0.072 0.089 0.6 一般環境
桜丘学習センター 0.067 0.072 0.30 （年平均値として） 焼却施設周辺

土壌調査結果 （単位pg－TEQ／g）
測定場所 11月 環境基準値 備考

宮久保2号公園 0.29
1,000

一般環境
引 地 台 公 園 0.59 焼却施設周辺

市
内
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果
（
平
成
１５
年
度
第
3
回
）

い
ず
れ
も
環
境
基
準
値
内

中央林間駅 
つきみ野駅 

南林間駅 

鶴間駅 

大
和
駅 

桜ヶ丘駅 

高座 
渋谷駅 

相模 
大塚駅 

小
田
急
江
ノ
島
線 

相模鉄道線

相模鉄道線 

東急田園都市線 

国道２４６号 

東名高速道路 

東海道新幹線 

115

2

7

19

2
17

14

13

13

89

3

3 桜ヶ丘駅 

相模 
大塚駅 

相模鉄道線 

泉
の
森 

つるま 
自然の森 

深見 
歴史の森 

60

上和田 
野鳥の森 

198

18
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ヘ
ク

タ
ー
ル

ヘ
ク

タ
ー
ル

ヘ
ク

タ
ー
ル

ヘ
ク

タ
ー
ル

ミンミンゼミの抜け殻分布図

（数字は発見された数）

①団体募集（7団体）
ときs5月13日（木）・20日（木）・27日
（木）、6月15日（火）、7月6日（火）、9
月7日（火）・24日（金）
申し込みs4月5日（月）までに団体名、
代表者の氏名、住所、電話番号、参加
人数（25人まで）、参加希望日（第3
希望まで）を明記し、〒242―8601
市役所秘書広報課へ。Ｅメールも可。
申し込み多数の場合は抽選。
※見学先は後日選択していただきます。
②個人募集（先着25人）
ときs4月26日（月）午前9時ごろ市役
所集合、環境管理センター、消防署、
北部浄化センター、資源選別所を見学
し、午後3時30分ごろ市役所解散。
申し込みs4月5日（月）までに電話で市
役所秘書広報課へ。
①②とも昼食時には市長と懇談を予定し
ています（昼食は市で用意します）。

◇
問い合わせは、市役所秘書広報課広報担
当1（260）5314、 kouhouへ。

市施設などをバスで見学する
「施設めぐり」の参加団体

および個人参加者を募集
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8築こう明日の大和を─自治基本条例─

市
で
は
自
主
財
源
確
保
策
の
一
つ
と
し

て
、
市
が
発
行
す
る
冊
子
お
よ
び
車
両
に
掲

載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

や
ま
と
市
勢
ガ
イ
ド
は
、
市
の
人
口
や
歴

史
、
統
計
資
料
、
地
図
な
ど
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
ら
れ
た
冊
子
で
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

用
車
、
ご
み
収
集
車
は
、
市
内
を
く
ま
な
く

巡
回
し
て
お
り
、
掲
載
期
間
も
１
年
間
と
長

い
の
で
、
走
る
広
告
塔
と
し
て
の
宣
伝
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
▼
4
月
１２
日
（
月
）
ま
で
に
申
込

書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

（
2
6
1
）4
5
9
2
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒

2
4
2
―
8
6
0
1
市
役
所
分
権
強
化

推
進
担
当
へ
。
申
込
書
は
、
市
役
所
3

階
の
同
担
当
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。※

応
募
多
数
の
場
合
は
、

市
内
の
企
業
・
事
業
者

を
優
先
の
上
、
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、

政
治
や
宗
教
に
関
す
る

も
の
、
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の
な
ど
は
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

分
権
強
化
推
進
担
当
1
（
2

6
0
）
5
3
5
9
、

bunken

へ
。

冊
子
・
車
両
へ
の
有
料
広
告
を
募
集
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M
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◆冊子

冊子名
規格 掲載料

募集枠 備　考（縦×横、cm） （円）

6.0×8.5
・B2判紙折り、カラー

やまと市勢ガイド （黒1色） 73,500 2枠
・（ただし、広告は黒１色）

地図面
・毎年7月発行、10,000部
・公共施設などで配布

※掲載決定後、原稿（完全版下原稿／電子データ）を提出していただきます。

◆車両

車　種
規格 掲載料

募集枠 備　考（縦×横、cm）（年額、円）

公用車
50×70 0

63,000 4台 走行距離約600km／月側面2面

ごみ収集車
40×145

105,000 5台 走行距離約1,000km／月側面2面
※掲載期間は1年間。広告作成経費などは含みません。
※広告掲載には、一定の要件、基準などがありますので、事前にお問い合わせ
ください。

市
で
は
2
月
7
日
か
ら
土
・
日
曜
日
に
も

窓
口
を
開
け
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
各
種
証

明
書
の
発
行
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3
月
末
と
4
月
初
め
は
、
新
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
、
住
民
異
動
届
な
ど
が
集
中
し
ま
す
の

で
、
3
月
２７
日（
土
）・
２８
日（
日
）、
4
月
3

日（
土
）・
4
日（
日
）の
四
日
間
は
、
窓
口
で

受
け
付
け
る
業
務
を
拡
大
し
ま
す（
左
表
参
照
）。

業
務
時
間
▼
午
前
8
時
３０
分
〜
正
午
、
午
後

1
時
〜
5
時

3
月
第
4
と
4
月
第
1
土
・
日
曜
日
は

窓
口
業
務
を
さ
ら
に
拡
大

IN
FO
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○ 市税等の収納および納税相談
○ 市税等の口座振替の申し込み
＊お受けする市税等は、市県民税、固定資産税（償却資
産含む）、都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税、
下水道使用料、下水道受益者負担金、法人市民税です。
○ 市民税に関する証明書、固定資産税に関する証明書、
納税に関する証明書の交付

＊なお、家屋滅失証明書・住宅用家屋証明書および現年
度以外の証明書などは取り扱うことができません。
○ 住民票の写しの交付
○ 戸籍全部（個人）事項証明書の交付
○ 印鑑登録証明書の交付
○ 大和市民（IC）カードの申請受付
○ 住民異動届出　○ 印鑑登録　○ 外国人登録の受付
＊内容により即日処理できないものがあります。
○ 転出・入に伴う国民健康保険異動届 ○ 国民年金異動届
＊社会保険庁が休みのため、一部受付できない事務があ
ります。

○ 介護保険証の発行
○ 介護保険料の収納

○転出・入に伴う老人保健法医療受給者証および小児医
療証の交付

○転出・入に伴う児童手当の認定請求
○認可保育所の入所申請事務
○母子手帳の交付

2月7日から
毎週土･日曜
日に実施して
いる窓口業務

上記に加えて
3月27日･28
日、4月3日･4
日の4日間に
行う窓口業務
※他の機関への照
会が必要なものな
ど、内容によって
は受け付けできな
い場合があります
ので、事前に担当
課へご確認いただ
くと間違いありま
せん。

収納課
1（260）5241
市役所2階

資産税課
1（260）5238
市役所2階

市民課
1（260）5108
1（260）5110
市役所1階

保険年金課
1（260）5114
市役所1階
介護保険課

1（260）5169
市役所1階
医療健康課

1（260）5663
保健福祉センター2階
児童育成課

1（260）5608
保健福祉センター2階
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旧
小
倉
家
住
宅
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
安

政
3（
1
8
5
6
）年
に
創
建
さ
れ
た
矢
倉

澤
往
還
下
鶴
間
宿
の
商
家
で
、
貴
重
な
建
築

遺
構
と
し
て
市
の
重
要
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
9
月
か
ら
平
成
１８
年
１
月
ま
で
の
予

定
で
、
こ
の
貴
重
な
建
築
遺
構
を
、
美
術
工

芸
品
や
地
域
の
歴
史
資
料
を
展
示
・
公
開
す

る
施
設
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
復
元
整
備

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
伝
統
的
工
法
の
木
工
事
や
、
下

地
の
竹
小
舞

た

け

こ

ま

い

に
荒
木
田
土

あ

ら

き

だ

つ

ち

を
塗
る
左
官
工
事

な
ど
で
土
蔵
の
復
元
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
工
法
は
市
内
で
も
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
珍
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

工
事
の
よ
う
す
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
く
た
め
、
現
地
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
古
建
築
の
専
門
家
が
説

明
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
　
き
▼
3
月
２０
日（
祝
）午
後
2
時
〜

と
こ
ろ
▼
旧
小
倉
家
住
宅
復
元
整
備
工

事
現
地
（
下
鶴
間
2
3
5
9
―
１
・
下

鶴
間
駐
在
所
向
か
い
）

※
当
日
直
接
現
地
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
バ
ス

な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
鶴
間
駅

東
口
バ
ス
停
か
ら
「
町
田
バ
ス
セ
ン

タ
ー
」お
よ
び「
横
浜
駅
西
口
」行
き

で
下
鶴
間
バ
ス
停
下
車
、徒
歩
1
分
）。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
文
化
財
保
護
担
当
1（
2
6
0
）

5
2
2
5
、

shakai

へ
。

旧
小
倉
家
住
宅
復
元
整
備
工
事
の

現
地
見
学
会
を
開
催
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目
黒
川 

境
川 

観音寺 
 

鶴林寺 
 

国
道
２
４
６
号 

●下鶴間 
　駐在所 

「
下
鶴
間
」
バ
ス
停 

至鶴間 

旧
小
倉
家 
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と
っ
て
お
き
の
市
内
の
み

ど
り
を
撮
影
し
た
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
各
部
門
の
入
賞

作
品
は
、
2
0
0
5
年
み
ど

り
財
団
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
り

ま
す
。
何
点
で
も
応
募
で
き

ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

部
門
▼
初
春
の
部
、春
の
部
、

初
夏
の
部
、
夏
の
部
、
秋
の

部
、
冬
の
部
の
6
部
門

賞
▼
最
優
秀
賞（
１
点
）、優
秀
賞（
5
点
）ほ
か

応
募
規
定
▼

①
平
成
１４
年
１０
月
以
降
に
大
和
市
内
で
撮
影

さ
れ
た
未
発
表
の
自
作
品
に
限
り
ま
す
。

②
サ
イ
ズ
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
キ
ャ
ビ
ネ
判

（
2
L
判
）と
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
場
合

は
プ
リ
ン
ト
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
画
像
を
加
工
し
た
も
の
や
組
写
真
の
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
。

④
入
賞
は
一
人
１
賞
と
し
ま
す
。
入
賞
作
品

は
ネ
ガ
ま
た
は
ポ
ジ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

の
場
合
は
デ
ー
タ
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑤
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
属
し
、
機

関
誌
「
み
ど
り
の
風
」
な
ど
で
使
用
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑥
被
写
体
が
人
物
の
場
合
は
、
必
ず
本
人

（
被
写
体
）
の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

※
入
賞
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
方
法
▼
9
月
３０
日（
木
）（
消
印
）
ま
で

に
、
作
品
の
裏
面
に
部
門
、
題
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
撮
影
年
月
日
、
撮
影
地
を

記
入
し
た
応
募
用
紙
を
１
点
に
つ
き
１
枚
張

付
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
〒
2
4
2
―
0

0
1
8
深
見
西
8
―
6
―
１２
（
財
）
市
み
ど

り
の
ま
ち
づ
く
り
振
興
財
団
へ
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、（
財
）
市
み
ど
り
の
ま
ち

づ
く
り
振
興
財
団
1（
2
6
3
）
3
1
0
0
、

m
-zaida

へ
。

第
１２
回
「
わ
が
ま
ち
・
や
ま

と
・
み
ど
り
発
見
」
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集

身
近
な
み
ど
り
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

昨年の最優秀賞作品
（奥野三郎さん）

市
内
の
公
園
な
ど
の
公
共
用
地
、
個
人
の

庭
、
民
有
地
な
ど
に
、
団
体
あ
る
い
は
個
人

に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
地
域
の
人
々
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
る
花
壇
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

部
門
▼
団
体
の
部
・
個
人
の
部
の
2
部
門

賞
▼
部
門
ご
と
に
金
賞
（
１
点
）、
銀
賞

（
１
点
）、
奨
励
賞
な
ど

応
募
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
〒
2
4
2
―
0
0
2
7
下
草
柳
5
5
2

―
１
グ
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
。

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
の
紹
介
も
可
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
セ
ン
タ

ー
1（
2
6
3
）
8
7
1
1
へ
。

第
１０
回
ま
ち
か
ど
花
壇
コ
ン
ク

ー
ル
参
加
作
品
募
集




